
◇副市長を本部長、部長を本部員とした市役所改革推進本部を設置し、市役所改革を強力に

進めます。（平成２１年６月１９日設置）

◇市職員の四つの気質を打破し、職員の能力と意欲を高め、より少ない人員と予算でよりよい

サービスを提供することのできる力強い市役所への変革を職員一丸となって実現します。

意識改革の主な取組み
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厳しい経済状況にあっても、市民の皆さんの声に応えることができる持続可能で

自立的な中津川市を築いていくためには、より少ない人員と予算でよりよいサービ

スを提供することができるよう行政の仕組みを変えることが不可欠です。

そのためには、まず、市役所改革（市職員の四つの気質の打破）を行い、これま
・課長候補者試験や係長昇格試験の実施
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・横並び気質（仕事をやろうがやるまいが待遇がかわらない）
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【スクラップ】 【ビルド】

※平成２１年度に市役所の１２部署でそれぞれ１課をモデル課として選定し、小さな火（きっかけ）が

大きな火（活動）に広がっていくイメージの「火付け作戦」を展開します。
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ニーズに応えることができるよう政策重視の行政へ改革しなければなりません。

また、行政改革を着実に進めるためには、具体的な目標を持って計画的に推進

する必要があります。このため、「何を、いつまでに、どのように」改革するかを明ら

かにする工程表「ロードマップ２００９」を作成しました。

作成に当たっては、「市民による行政改革委員会」のご提言やご意見との整合を

図りながら、それぞれの項目について手順と到達水準を明らかにすることに主眼
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・個の気質（個人の殻に閉じこもり組織で仕事をしない）

・待ちの気質（外に仕掛けずに内で待つ）

★一旦ゼロにして現在の業務を次のように仕分けする

・止める、減らす→「切る」

・臨時職員対応、IT化する、委託する→「移す」

・職員が行うべきもの→「絞る」

・市民ニーズの把握と課題のピックアップ

・取り組み方（政策）の決定

・業務計画書を作成し進める
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今後は、このロードマップに沿って、改革の実現に向けて着実に取り組んでまい

りますので、市民の皆様のご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。
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